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2022 年度 編入学試験 生物 【理工学部 生命科学科】 

 

受 験 番 号 氏   名 

    ‐      

 
Ⅰ それぞれの文を読み、問 1～7 に答えなさい。 （30 点） 

 

⑴ 細胞は生物体の単位だが、その形や①大きさはさまざまである。動植物のような（  A  ）

核生物は形や働きの異なる多数の細胞によって構成されている。それぞれの細胞内には種々の

細胞小器官が存在しており、例えば（  B  ）はタンパク質合成の場である。（  C  ）

は細胞内で合成された物質を細胞外へ分泌するときに重要な働きをしており、（  D  ）

では呼吸によって生体内のエネルギー通貨とも呼ばれる（  E  ）が生産される。 

 

問 1 文中の A～E に入る最も適当な語句を記載しなさい。 

 

A（          ）   B（          ） 

C（          ）   D（          ） 

E（          ） 

 

問 2 下線部①について、次に示した生物や細胞、ウイルスなどの大きさは、以下の数直線上のど

こに位置するか。最も適当なものを 1～6 からそれぞれ一つ選んで記載しなさい。 

 

細胞膜の厚さ（   ）     ニワトリの卵黄の直径（   ） 

大腸菌の長径（   ）     インフルエンザウイルスの直径（   ） 

ヒト赤血球の直径（   ）   ゾウリムシの長径（   ） 
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⑵ 漬物は身近な発酵食品で、漬けている途中に酵母菌や乳酸菌が増殖し、これらが漬物に風味を

与える物質を生成する。酵母菌と乳酸菌はどちらも単細胞生物だが、このうち（  F  ）

菌は②原核生物であるのに対して（  G  ）菌は③真核生物である。 

  発酵に共通の過程として、まず炭素数（ a ）のグルコース 1 分子から炭素数（ b ）の

ピルビン酸が（ c ）分子形成され、エネルギー物質である（  E  ）が（ d ）分子

つくられる。しかし、この過程では（  E  ）が消費されるので、最終的に差し引き（ e ）

分子の（  E  ）ができる。酵母菌による（  H  ）発酵では、ピルビン酸 1 分子か

ら 2 種類の酵素反応で炭素数（ f ）のエタノールが（ g ）分子生成する。一方、乳酸菌

による（  F  ）発酵では、ピルビン酸 1 分子から④1 種類の酵素反応で炭素数（ h ）

の乳酸が（ i ）分子生成する。 

 

問 3 文中の F～H に入る最も適当な語句を記載しなさい。 

（なお、文中の E に入る語句は問 1 の E に入る最も適当な語句と同一である。） 

 

F（          ）   G（          ） 

H（          ） 

 

問 4 文中の a～i に入る最も適当な整数を記載しなさい。 

 

a（   ）  b（   ）  c（   ）  d（   ）  e（   ） 

f（   ）  g（   ）  h（   ）  i（   ） 

 

問 5 下線部②と③について、原核生物の細胞（原核細胞）と真核生物の細胞（真核細胞）の違い

を 100 字以内で説明しなさい。 
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問 6 下線部④について、反応を触媒する酵素、および酵素反応に必要な補酵素を記載しなさい。 

 

酵素（               ）   補酵素（          ） 

 

問 7 下線部④について、一定量の酵素に対して基質濃度と酵素の反応速度との関係をあらわす一

般的なグラフを完成しなさい。 

 

          

低 高
低

高

 
 

 

 

Ⅱ それぞれの文を読み、問 1～7 に答えなさい。 （29 点） 

 

⑴ アミノ酸は、ひとつの分子内に酸性の（  A  ）基と塩基性の（  B  ）基をもつ。 
①アミノ酸の水溶液に電極を浸して直流電流を流すと、水溶液の pH に応じてアミノ酸は陽極

あるいは陰極に移動する。しかし、特定の pH の水溶液中では、アミノ酸の移動は見られない。

このときの pH の値をそのアミノ酸の等電点といい、水に対するアミノ酸の溶解度が最も低く

なる。 

アミノ酸分子は互いに縮合し、このとき（  C  ）がとれて（  D  ）結合を形成す

る。タンパク質は多数のアミノ酸分子が（  D  ）結合を介して連なった鎖状の高分子化

合物であり、分子内や分子間の相互作用によって高次構造を形成する。タンパク質を加熱した

り、酸や塩基の溶液に加えると、この高次構造が変化する。これをタンパク質の（  E  ）

という。 
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問 1 文中の A～E に入る最も適当な語句を記載しなさい。 

 

A（          ）   B（          ） 

C（          ）   D（          ） 

E（          ）    

 

問 2 下線部①について、pH7.0 の水溶液中でリシンは陽極、陰極のいずれの方向に移動するか記

載しなさい。 

 

移動方向（               ） 

 

⑵ DNA の遺伝情報とは、すなわち塩基配列である。DNA の二重らせん構造を構成するそれぞ

れの鎖は、（  F  ）と呼ばれる構造上の単位の繰返しでできている。DNA の（  F  ）

は、（  G  ）、リン酸および②塩基という 3 つの部分で構成されている。 
(a)DNA の塩基配列は、いったん伝令 RNA（mRNA）の塩基配列として読み取られる。mRNA

は（  F  ）の単位がいくつもつながり合ってできた 1 本鎖である。ただし mRNA の

（  F  ）は、（  H  ）、リン酸および③塩基という 3 つの部分で構成されている。 

mRNA は核から（  I  ）に移動すると、(b)mRNA の塩基配列がさらにタンパク質のアミ

ノ酸配列として読み取られる。 

 

問 3 文中の F～I に入る最も適当な語句を記載しなさい。 

（文中の G と H に入る語句は、どちらも糖の一種である。） 

 

F（          ）   G（          ） 

H（          ）   I（          ） 

 

問 4 下線部②と③について、DNA と mRNA の塩基はそれぞれ 4 種類存在する。それらを記載し

なさい。 

 

DNA の塩基（      ）（      ）（      ）（      ） 

mRNA の塩基（      ）（      ）（      ）（      ） 

 

問 5 下線部(a)および(b)は、DNA から mRNA を経てタンパク質がつくられる過程の一部である

が、それぞれ何と呼ばれているか。最も適当な語句を記載しなさい。 

 

(a)（          ）   (b)（          ） 
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問 6 あるタンパク質のアミノ酸配列が、DNA 上の 1,500 塩基対にコードされている。このタン

パク質の分子量はおよそいくらか。タンパク質中のアミノ酸配列 1 個の平均分子量を 120

として、計算しなさい（答えだけでなく計算の過程も記載しなさい）。 

ただし、このタンパク質の mRNA は DNA から読み取られた後、切断されることはない。ま

た、このタンパク質が mRNA から合成された後、修飾付加などは全く受けない。 

 

 

 

             タンパク質のおよその分子量（          ） 

 

 

 

Ⅲ 次の文を読み、問 1～3 に答えなさい。 （31 点） 

 

 われわれの体表を覆っている皮膚は、微生物の侵入を防いでいる。鼻腔粘膜に細菌が付着すると

（  A  ）という酵素が細菌の細胞壁を分解し、これを破壊する。さらに、体内に侵入した

細菌やウイルスといった病原体、あるいは毒素などの非自己の物質は異物として認識され、排除

される。このように外部から体内へ侵入した異物を排除する仕組みの代表的なものが獲得免疫で

あり、(a)抗体産生細胞（形質細胞）が産生する抗体の働きで異物を排除する（  B  ）免疫

と、(b)T 細胞やマクロファージなどが直接異物を排除する（  C  ）免疫が知られている。 

 抗体は、（  D  ）というタンパク質でできている。このタンパク質は、H 鎖と L 鎖と呼ば

れる 2 種類のポリペプチドがそれぞれ 2 本からなる Y 字型の構造で、この H 鎖と L 鎖の先端部

分が（  E  ）と呼ばれ、抗原と結合する。それ以外の部分は（  F  ）と呼ばれる。 

 （  B  ）免疫は、どのように行われるのだろうか。樹状細胞が、（  G  ）によって分

解した異物を、抗原としてその細胞表面に提示する。骨髄で作られ、（  H  ）で成熟した

リンパ球である（  I  ）T 細胞が抗原を認識すると、その細胞は活性化され、（  J  ）

と呼ばれる生理活性因子を放出し、この抗原に特異的な抗体をつくる能力をもつ（  K  ）

を刺激する。活性化された（  K  ）は増殖を繰返し、抗体産生細胞へと分化する。このと

き刺激を受けた一部の（  K  ）が寿命の長い（  L  ）として体内に残るため、同じ

抗原が再び侵入したとき(c)二次応答が生じる。 
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問 1 文中の A～G に入る最も適当な語句を記載しなさい。 

 

A（          ）   B（          ） 

C（          ）   D（          ） 

E（          ）   F（          ） 

G（          ）   H（          ） 

I（          ）    J（          ） 

K（          ）   L（          ） 

 

問 2 下記の記述のうち、下線部(a)の仕組みが関与するものは(a)、下線部(b)の仕組みが関与する

ものは(b)とそれぞれ記載しなさい。 

 

・ワクチンを接種し、インフルエンザ（流行性感冒）のり患を予防した。 （     ） 

・生体肝移植を行うとき、拒絶反応に注意する必要がある。       （     ） 

・結核菌のタンパク質をヒトの皮膚内に注射すると、結核菌に感染した 

 ことがある場合は 1～2 日後に皮膚に炎症が生じる。          （     ） 

・飛散したスギ花粉を浴びると、くしゃみや鼻水、涙が止まらない。   （     ） 

・輸血する場合は、一般に同じ血液型の間で行われる。         （     ） 
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問 3 下線部(c)について、二次応答が生じたときの日数と血清中の抗体量の関係をあらわす最も適

当な図はどれか。1～3 から一つ選びなさい。 

血
清
中
の
抗
体
量
（相
対
値
）

  

血
清
中
の
抗
体
量
（相
対
値
）

 

  

血
清
中
の
抗
体
量
（相
対
値
）

 

 

日数と血清中の抗体量の関係（     ） 
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Ⅳ 人体の構造と機能との関係について、現状の知見を基に、興味をもっていることを 200 字程

度で説明しなさい。興味ある人体構造を、タイトルとして選定することが好ましい。 

            （10 点） 

 

興味ある人体構造（               ） 

 

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

 


